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株主の皆様へ

株主・投資家の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。また、平素のご支援に心から厚く御礼申し上
げます。

ここに、ミネルヴァ・ホールディングス株式会社の第11期第２四半期まで（平成22年２月1日から平成22年７月31日
まで）の事業の概況につきまして 謹んでご報告申し上げますまで）の事業の概況につきまして、謹んでご報告申し上げます。

当第２四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）におけるわが国経済は、世界経済の
回復に伴い輸出関連企業を中心に緩やかに景気は持ち直しつつあり、欧州での財政危機など今後の回復への不
安材料はあるものの、最悪期を脱し回復の基調が見られます。一方で、雇用環境の厳しさや所得環境は一層顕在
化し、失業率も高止まりをするなか、先行き不透明感などから、個人消費は引き続き厳しい状況で推移しました。

このような経営環境の中、当社グループは、Ｅコマース事業において、継続的な送料無料キャンペーンやポイント
付与施策等により売上高の伸張の確保を行うと共に、新たに比較的付加価値の高いＰＢ（プライベートブランド）商
品の開発を行い、スポーツ＆フィットネスジャンルで「Carol（キャロル）」の販売を開始するなど、売上高の確保と利
益の強化に努めてまいりました。

以上の結果 当第２四半期連結累計期間における連結業績は 売上高3 543 093千円（前年同期比5 3％増） 営以上の結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高3,543,093千円（前年同期比5.3％増）、営
業損失41,254千円（前年同期は55,143千円の営業利益）、経常損失44,218千円（前年同期は54,614千円の経常利
益）、四半期純損失121,073千円（前年同期は30,987千円の四半期純利益）にとどまりました。

当社グループを取り巻く外部環境は厳しい状況ではございますが、当社グループは、外部環境への対応と黒字化
に向けての方針と施策を策定し、企業体質の強化を図り、この厳しい状況を乗り越え更なる成長を目指して所存でに向けての方針と施策を策定し、企業体質の強化を図り、この厳しい状況を乗り越え更なる成長を目指して所存で
す。皆様には、一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成22年10月

代表取締役会長兼社長代表取締役会長兼社長

中島 成浩
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来期に向けて－売上高の維持・伸張と経費の抑制を実施

１．売上高の維持・伸張

ＰＢ（プライベートブランド）商品の継続的な開発等を実施すると共に、インポートによる海

外有名アウトドアブランドの販売促進により、これら粗利率の高い商品の売上構成比の伸張を
図ってまいります。

また、当社グループでは、Ｅコマースの基本となる営業戦略として「ロングテール＆ショートヘ
ッド」を採用しておりますが その営業戦略において 「ロングテール」と「ショートヘッド」との中ッド」を採用しておりますが、その営業戦略において、「ロングテ ル」と「ショ トヘッド」との中
間に位置する「ミドルボディ」を加えた上、これらのカテゴリを横断的に管理するための組織編
成と人員の配置を見直すことにより、これまで以上に効果的、効率的な営業戦略を行い、伸び
しろの高い商品から利益向上を図ってまいります（※[注]参照）。

２．経費の抑制

在庫水準 仕 直 等を う プ ジ を組成 物流 改善を在庫水準や仕入量の見直し等を行うためプロジェクトチームを組成して物流の改善を図り、

当社グループの売上高に占める物流比率の改善を行います。その他、諸経費全般に亘る削減
を実施いたします。

※[注]
「ロングテール」とは、膨大な商品をデータ化し、売れ筋以外の商品（非定番商品）も数多く揃え個々の売上を積み上げることで大きな
収益源に転化することが可能となる営業戦略をいいます。「ショートヘッド」とは、戦略的に粗利率の高い商品を取り扱うことで、高い利
益率を確保する営業戦略をいいます。「ロングテール」と「ショートヘッド」との中間に位置する「ミドルボディ」とは、従来の売れ筋商品
（定番商品）をタイムリ に取扱い 仕入れを高回転化することで 高い利益率 在庫効率を実現し 業績に寄与させる営業戦略をいい
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（定番商品）をタイムリーに取扱い、仕入れを高回転化することで、高い利益率・在庫効率を実現し、業績に寄与させる営業戦略をいい
ます。



業績（財務ハイライト）

売上高 3,543 有利子負債 200

連結経営成績 単位（百万円） 連結財政状態 単位（百万円）

現金預金 236

営業利益 △41

経常利益 △44

当期純利益 △121

（負債合計） 1,038

資本金

利益剰余金

602

167当期純利益 △121 利益剰余金 167

（純資産合計） 828

（負債・純資産合計） 1,916(資産合計） 1,916

※自己資本率42 2％

営業活動によるCF △104

連結キャッシュ・フローの状況 単位（百万円）

※自己資本率42.2％

営業活動によるCF △104

投資活動によるCF △25

財務活動によるCF 92

現金及び現金同等物の減少額 △37現金及び現金同等物の減少額 △37

現金及び現金同等物の期首残高 274

現金及び現金同等物の中間期末残高 236
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会社概要、役員一覧、株式の状況

会 社 概 要

会 社 名 ミネルヴァ・ホールディングス株式会社

役 員 一 覧 （平成22年７月31日現在）

代表取締役会長兼社長CEO 中 島 成 浩会 社 名 ミネルヴァ ホ ルディングス株式会社

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.minerva-hd.com

代 表 取 締 役
会 長 兼 社 長 中島 成浩

代表取締役会長兼社長CEO 中 島 成 浩

取締役副社長COO 及 川 信 宏

取締役副社長CFO 福 岡 登
会 長 兼 社 長
Ｃ Ｅ Ｏ

中島 成浩

資 本 金 6億273万7,600円

従 業 員 数 202名（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員含む）

取締役 髙 橋 要

取締役 山 内 智 和

従 業 員 数 名（ｸ 会社従業員含 ）

本 店 所 在 地 大阪市住之江区南港南一丁目１番125号

事 業 内 容
(1)Ｅｺﾏｰｽ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通信販売）事業及び

情報提供ｻｰﾋﾞｽ

常勤監査役 大 社 昂

監査役 浅 野 弘

監査役 吉 永 徳 好
(2)Ｅｺﾏｰｽのための総合ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

監査役 吉 永 徳 好

株 式 の 状 況 （平成22年７月31日現在）株 式 の 状 況 （平成22年７月31日現在）

発行可能株式総数 38,668株

発行済株式の総数 11,281株

株 主 数 1,231名
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株主メモ

事 業 年 度 ２月１日から１月31日まで

定時株主総会 ４月中

基 準 日 １月31日基 準 日 １月31日

剰余金の配当の
基 準 日

７月31日

１月31日

１単元の株式数１単元の株式数 ―

株主名簿管理人
東京都港区芝三丁目33番１号

中央三井信託銀行株式会社

（お知らせ）（お知らせ）
１．住所変更等のお申出について

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座機関である中央三井
信託銀行株式会社にお申出ください。信託銀行株式会社にお申出ください。

２．公告方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告を行うことができない場合は、
日本経済新聞により掲載する方法により行います。なお、電子公告は、当社ホームページに掲載し、そのアドレ
スは以下のとおりです。
◎ホ ムペ ジアドレス http://minerva hd com/ir/notice/◎ホームページアドレス http://minerva-hd.com/ir/notice/

３．証券コード
３０９０
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